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2QP-12　　　ネパール人の食生活への意識と健康観について

　　　　　　　○大野佳美＊武副礼子＊＊平井和子＊＊高木絵理子＊＊＊樋口寿＊＊＊

　　　　　　　（＊武庫川女大t大阪市大、＊＊＊大阪女子学園短大）

　目的　ネパール北部ヒマラヤ山麓の高地に住むチベット系民族は伝統的文化を保持して

いる。居住地域は標高3000 mの寒冷地で食糧は充分でなく、野菜､ヽ魚介類や卵類の摂取

不足がみられ、殆どの地域で医者も不在であ名。しかしながら、住民は明るく親切で誇り

高く、心身共に健康的な生活をしているように見受けられる。そこで、食生活への意識と

健康観についてアンケート調査を行なった。

　方法　ネパール国ムスタン地区に居住する10歳から81歳の男性146名、女性139名

を対象に平成７年９月中旬に聞き取り法でアンケート調査を行なった。

　結果「家族と食事をしながら話しをすることを楽しみにしている」と答えた割合は、
男性90%、女性91%で、「自宅で親戚や友人とよく食事をする」は男性49%、女性46

％であった。男女とも90%以上が「現在の食習慣が健康に良い」と答え、健康に良い食

物として「伝統食」が男女各々43%と44%で、「充分食べる」が男女各々30%と28%
であった。「健康を保つことが出きる理由」として、「神の加護」が男女各々50%と37

％であったが、病気になった場合に「伝統薬を使う」（男女各々7%と9%)よりも「西洋

薬を使う」（男女各々76%と65%)方が多かった。「いらいらしたり怒ることは良くない」
は男女各々92%と91%で、99%以上が「穏やかな心を保つことが大事である」と答えた。
幸せを感じる時として「仕事や目的の達成」（男女各々44%と48%)が最も多く､次に「健

康」（男女各々36%と32%）であった。

2QP－13 作業に有効な香りのスクリーニング：官能評価と生理計測

広島女大健康科学　○菅原芳明

目的　香り（香りの精、香油）が人々の精神に様々な影響を与える､ことは、古くから

よく知られている。近年、科学技術の進展に伴い、人間をとりまく生活環境は著しく

変貌、人々の日常生活は、高ストレスにさらされていると言われて久しい。このよう

な高ストレス社会の深刻化に対応する形で、最近、日本でもアロマテラピー（芳香療

法）が注目され、その応用に関心が高まっている。アロマテラピーは、その経験的治

療行為が、現在、人々の注目を集めてはいるが、一方、その効果を客観的に評価する

方法すらないのもアロマテラピー研究の現状である。そこで、本研究では、香り（今

回は､ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ､［］-ｽﾞﾏﾄﾞ､ﾘﾅﾛｰﾙ３種の香油）を客観的に評価する手法の確立を目指した。

方法　まず､香りの評価に『作業jの視点を導入（具体的には、クレペリン精神検査・

踏台昇降運動・環境音聴取の３つの作業）。次に､それらの『作業』に対し、『有効j

もしくは『効果あり』と判定できる香りのスクリーニング手法を開発することにした。

結果　最終的には、官能評価法と生理計測法（簡易脳波計（ＩＢＶΛ脳波計））に基づ

き、香りを評価、作業に有効な香りをスクリーニングする客観的手法を確立できた。

将来的には、本法によりスクリーニングした「香り」を。臨床領域（精神治療、リハ

ビリ治療）に、また、健康科学領域に応用したい。
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